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2003年 に胸 特の「観光立国」実現 に向 けた
本格的 な取 り組み力

'始
ま つてか ら10亀 訪 日

外国メ、旅行者数 は順調 に増加 し、今年 は 目標

の「年間 1000万 人」 に届 く勢 いだ。真の観光
立国へ、そのカギを握る取 り組みは何か。観

光の現状や課題などと併せ、桜美林大学 の鈴

木勝教授に話を聞いた。

201昨 1月  2月
こ不取,ヨ■:■ l「「 1出

ドК13=1～ 4月は暫定値 5、 6月はた計値

6月 に世界文化遣prに登録された
富士山 (鰤 Ml県宮l ri市から撮影 )

フ
爵

も

、
６
月

に
単
月

ベ
ー

ス
の
過
去
最

高

を
記
録

し
た

。
日
本

を
訪
間
し

た

外

国
人

は

、
前
年

同
期
比

２２

・
８
％
増

の
４
９
５
万
５
０
０
０
人

に
上

る

。

日
本

に
愛
着
を
持

っ
て
い
る
中
国

人

、
韓

国
人

の
人
気

は
根

強
く

、

そ

の
人

た

ち
は
尖
閣
諸
島

や
竹

島
を

め
ぐ
る
政
治
的
な
問
題

に

は
基
本

的

に
左
右

さ
れ

て
い
な

い
。
し
か
も
個
人
や
家
族

単
位

で

の

リ

ピ

ー

タ

ー

が

ほ

と

ん

ど

。
政
府

の
調
査

（
１
１
３
月

期

）
を
見

て
も

、
再
訪

の
意
向

の
あ

る
人

が
大
半

だ

。

受

け
入
れ

る
側

の
日
本

の
現
状

を
ど
う
見
ま
す
か

。

鈴
木

　
こ
れ
ま

で
に
な

い
ほ

ど
観
光

に
対
す
る
国
民

の
意
識

０
０

３
年

か
ら
始

ま
り

、
１０
年

に
訪

日
外
国
人

１
０

０

０

万
人

誘
致

を
め

ざ
し
た

「
ビ
ジ

ツ

ト

■
ン
ャ
バ

ン

・

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
口

参

照

）
が
大

き

な

要
因
だ

。
あ

れ

か
ら
１０
年

。
目
標

に
は
届

か
な
か

っ
た
が

、
数

字

で
は
計

れ
な

い
効

果

が
表

れ

て
い
る
こ
と

に
着

目
し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

が
高
ま
り
、
地
方
自
治
体
が
盛

　

カ

リ
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
２

　

衝

地域発の受け入れ策で

そ
の

一
例

を
紹

介
し

た

い
。
青
森

県
は

、
県

内
大
学

の
留
学
生
に
よ

る

母
国
語

の
プ

ロ
グ
や

、
中

国
版

ツ
イ

ッ
タ

ー

（短

文
投
稿

サ
イ

ト
）

で
県

の
魅
力
を

発
信

す

る
な

ど

、
ソ
ー

シ

訪日外国人「1000万人」達成は

【ビジ ッ ト・ ジ ャバ ン

・ キ ャンペー ン】訪 日

外国人の増大などを 目

的 と した訪 日旅 行促 進 事 業 の 呼

称。 官民一 体 とな り、 海外 へ の

効果 的 なプ ロモ ー シ ョンを展 開

した。 その後、 事 業 規模 を拡 大

して「ビジ ッ ト・ ジャパ ン事業 J

1‐  と し、 同様 の取 り組 み を進 め て
いる。

【LCC】 ロー・コス ト・キ ャ リア
の略称で、格安航空会社の意味。

従来 に比べ、運賃が格安。搭乗

率や条件設定 な どに もよるが、

例 えば「ピーチ・ ア ビェー シ ョ

ンJの 関西― ソウル (韓国 )間の
片道運賃は最安値で 5280円 。大

手の普通運賃 6万 7000円 よ りも
10分の 1以下 と大幅に安い。

た

め

の

国

内

旅

行

、
海
外
旅

行

に

な
り
が
ち

。
他

地

域
と
差
別

化
し

て

新

た
な
も

の
を
打

ち
出
す

。
日
本

に

長
年

、
在
住

し
て

い
る
外
国
人

と
共

に
観
光
産
業

を
盛

り
上
げ

る
た

め
に

ど
う
す

る
か
を
考

え

る
の
も

手
だ

。

も
う

一
つ
は
、
観
光

ガ
イ

ド

の
育

成

を
重
視

す
る

べ
き
だ

。
先

日

、
富

士
山

が
世
界
文
化

遺

産

に
登
録

さ
れ

た
が

、
自
然
遺
産

で
は

な
く

、
文
化

遺

産

で
あ

る

。
自
然

遺
産

で
あ
れ
ば

そ

の
も

の
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
が

、
文

化

遺
産

で
は
富
士
山
を
描

い
た
葛
飾
北

が
Ｌ
Ｃ
Ｃ

の
活
用

に
目
覚

め

、
こ
ち

ら
か
ら
積
極

的
に
出
向

い
て
こ
そ
、

本
来

め
ざ
し

て
い
た
効
果
が
あ
る

。

―
―

公

明
党

に

期

待

す

る

こ

と

は

。鈴
木

　

（観
光
庁

を
所
管
す

る

）
国

土

交
通
相

を
輩
出

し

、
観
光
振

興

に

熱

心
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
感

じ

て

い
る

。

あ
え

て
討
え
ば

、
中
国

の
取
り
組

み
を
参
考

に
し

て
も
ら

い
た

い
。
中

国

で
は
毎
年

、
観
光
振
興

の
た

め
の

テ
ー

マ
を
設

け
て
い
る
。
そ

の
テ
ー

マ
に
基
づ
き

、
当

局
が
観
光

Ｐ
Ｒ
活

哺
¨
華
削

時

い
一
一

¨
嘩
蒻

教
ヽ
雌

元
の
人

た
ち
が
紹
介

す
る
場

面
が
出

て
く

る

。
十
分

、
説
明

で
き

る
人
材

が
必
要

。
国
を
挙
げ

て
、
ホ

ス
ピ

タ

リ

テ

ィ
ー

（お
も

て
な
し

の
心

）
を

育
む

必
要
が
あ
る

。

ガ

イ

ド
の
養

成

に
は
、
５
年

、
１０

年
と
時

間
が
か

か
り
、
長
期
的
視

野

に
立

っ
て
取
り
組

む

こ
と
だ

。
今
は

そ

の
ス
テ
イ

タ

ス
が
低
く

、
も

っ
と

高
め

て

い
く

べ
き

で
、
普

及
し

て

い

る
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
と

い
う
よ

り

、
″観

光
大
使

″
と

い

っ
た

レ

ベ
ル

で
位

置

付
け

る

の
も

一
案
だ

ろ
う

。

動
や
商

品
開
発
な

ど

に
取
り
組
ん

で

い
る

。
今
年

は

「
海
洋

」
を

テ
ー

マ

に
海
洋
観
光

に
力

を

入
れ

て

い
る

。

日
本

は

、
観

光
振

興
策

を
環
境
省

や
外

務
省

な
ど
も
進

め
て

い
る

。
充

て
ら
れ
る
予
算
は

ト

ー
タ
ル
と
し

て

相
当

、
大

規
模

に
な

る
は
ず
だ

。
難

し

い
の
は
承
知

の
上

で
、
各
省

の
予

算

を
編

成

・
統
括

す
る
司
令
塔

の
役

割

を

国

交

相

に

担

っ
て

も

ら

い

た

い

。
中

国

の
よ
う

に

テ
ー

マ
を
決
め

て
政
策

を
進

め
れ
ば

、
観
光
客
誘
致

の
た

め

の

ア
ク
セ

ン
ト
が

つ
く

。
大

き
な
効

果
が
期
待

で
き
る

。

状
　
誘
致
策
の
効
果
計
り
知
れ
ず

現

自
治
体
の
取
り
組
み
に
波
及

今
年
上
期

（
１
～
６
月
）
に

日
本

を
訪
間
し
た
外

国
人
が
過
去

最

高

【
グ

ラ

フ
参
照

】
に
上
り
ま
し
た

。

鈴
木

・
桜
美
林

大
学
教

授
　
自

公

連
立

政
権

の
経
済
政
策

が
奏
功
し

て

円
安
が
進

み
、
日
本

へ
の
旅
行

が
安

く

な

っ
た

こ
と
が
背
景

に
あ
る

。
国

別

で
は

、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ

（東
南

ア
ジ

ア

諸
国
連
合

）
の
タ
イ
や

マ
レ

ー
シ

ア

な

ど

が
伸

び

て

い

る

。
ム
ロ
湾

、
香

港

こ
と
が
あ

る

。
だ
が

カ

剰叫　　　　　　　　　　健

　一一̈一一一一一中

す

べ
き

だ

。

真

の
観
光

立
国

へ
必
要
な

こ

　

基
調

と
な
り

、

ツ
ー
ウ

ェ
イ

・
ツ
ー

　

　

も

う

一
つ
提

案
し

た
い
の
が

、
着

と

は

。
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

リ
ズ

ム
が
実

現
さ
れ

る

の
が
真

の
観

　

地

型
観
光
だ

。
観

光

の
目
的
地

で
あ

鈴
木
　

イ

ン
バ
ウ

ン
ド

（訪

日
外

　

光
立

国
と

い
え

る

。　
　

　

　

　

　

　

　

る
各
地
域

（着
地

側

）
が
個
別

の
観
光

国
人
客

）
を
活
性
化

さ
せ
る

に
は
、
　

　

　

観
光

の
中

に

、
国
際
会
議

や
見
本

　

資
源

に
関

す
る
情

報

や
、
地
域

な
ら

ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド

（日
本
人
海

外
旅

　

市

な
ど
を

は
じ
め

、
ビ
ジ
ネ

ス
出

張

　

で
は

の
視
点

を
重
視

し

て
企
画

・
立

晰
略
一
い
嘲
熱
赦

“

略
葉
た

ば
″
″

　

（
哺

は
い

翡
い
」
導
鹸
動

に
裁
れ

狡

　

春
華
“
熟
¨

裁
´
詢

″
″
い
ち
¨
［

―
政
府

は
観
光

立
国

へ
の

「
ア

ク
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
」

を
６
月

に
発
表
し

ま
し
た
が

、
観
光
を

取
り

巻

く
課
題
は

。

鈴
木

　
プ

ロ
グ

ラ

ム
は

、
■

日
本

プ

ラ
ン
ド
の
発
信
②

ビ
ザ
要
件

の
緩

和

に
よ
る
訪
日
旅
行

の
促

進
０

外

国

人
旅
行
者

の
受
け
入
れ
改
善
④

国
際

会
議
な
ど

の
誘
致

―
―

の
４
本
柱

。

公
共
交

通
機

関

に
よ

る
円
滑

な
移
動

の
た

め
の
環
境

整
備
な
ど
具
体
的

な

目
標

が
掲

げ
ら

れ

、
そ

の
姿
勢
は

評

価

で
き

る

。

た
だ

、
自
分

た
ち

の
住
む
地
域

の

歴
史

・
文
化

の
良

さ
を
見

つ
め
て
、

人

を
呼
び

込
む
た

め
の

ツ
ア
ー
を

つ

く
る
視
点
も
欠

か
せ
な

い
。
プ

ロ
グ

ラ

ム
に
は

、
新
た
な
視
点

に
立

っ
た

訪
日

プ

ロ
モ
ー
シ

ョ
ン

ε
旦
伝

）
の
実

施

が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る

。
こ
れ
ま

で
大
手
旅
行

会
社

の
宣
伝

広
告
は

、

対

日
本
人

向

け
が
多
く

、
日
本
人

の

国

の
言
語

な
ど
を
学

び
国
際
的
な
＝

野
を
終

う
必
安
が
あ

る

。常

に

、
海
外

の

マ
ー
ケ

ッ
ト
を
意
識

■

べ
き
た

，

―
―

格

安
航
空

一
社

一
Ｌ
Ｃ
Ｃ

＝

口

参
照

）
の
参

入
な
ど

で
観

光
客

の

利
便
性

も
高

ま

っ
て

い
ま
す

。

鈴
木
　
日
本

は
昨
年

、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

元

年
と
言
わ

れ
、
空

の
市
場
競

争
激
化

で
経

済
効
果
を

も
た
ら
し

た

の
は
問

違

い
な

い
。
Ｌ

Ｃ
Ｃ
が
就
航

■
イ，
１１１１

域

も

、
海
外

な
ど

か

ら
ど

う

や

っ
て

観
光

客
を
集

め
る
か

Ｌ

い
う
視
点

に

な

り
が
ち
だ

。
そ

こ
も

、

ツ
ー
ウ

エ

イ

・
ツ
ー

リ
ズ

ム
が
大

事

。
日
本
人

ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
活
用

で
観
光

Ｐ
Ｒ

を
強
化

し

て
い
る

。　
一
方

、
極

東
地

域

と

の
歴
史
的
な

つ
な
が
り

を
持

つ

新
潟

県
は

、
ス
キ

ー
や
海
水
浴
な

どや
‐

ヽ
ヽ
一
、

の
観
光
資

源
を
生
か
し

て
日

口
観
平

交
流

を
進

め
て

い
る

。
ま
さ

に
、
昴

域

発

の
取
り
組

み
が
動

き
出

し

て

い

る
証
拠

だ

。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
拡
大
を

題

観
光
ガ
イ
ド

の
育
成
に
よ

る

課

地
域
資
源
の
発
信
強
化
を

鈴
木
勝
瑕
姜
林
大
学
■
■
に
一聞
く

〉．一
一一一一

一
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